
～ 令和　8 年　2 月　10 日

（対象者数） 19 （回答者数）
16

～ 令和  8 年 ２ 月　10 日

（対象者数） 7 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 今後も継続

2 今後も継続

3 今後も継続

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 多くの利用者さんが興味・関心を持つ活動設定

2 オンラインの開催を検討

3

○事業所名 未来サポートまなび支援教室

○保護者評価実施期間
令和　8 年　1 月　30 日

○保護者評価有効回答数

令和　8 年   1 月　30 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8 年　２ 月　16 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

土曜・祝日の利用児童が少ない 家庭生活が優先されている

保護者との交流の場面設定が出来ていない 日程のすり合わせが困難

学校と施設側の連携がしっかりとれている

（情報交換の充実）
より良い環境作りのために話し合いを充実させている

最新のシステムを導入している

（専門的な支援を実施している）
情報収集の共有化に努めている

研修へ積極的に参加し、伝達講習などで共有している 一人一人のスタッフのスキルアップを図っている

事業所における自己評価総括表公表


